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中
国
文
学
側
の
視
点
か
ら
の
禅
林
文
学

―
柳
宗
元
の
受
容
を
中
心
に
―

太

田

亨

一

は
じ
め
に

漢
文
学
の
受
容
史
上
、
そ
の
成
果
が
顕
著
に
世
に
示
さ
れ
た
時
期
が

三
度
存
在
す
る
。
第
一
期
と
し
て
奈
良
・
平
安
時
代
に
お
け
る
貴
族
の

漢
詩
文
、
第
二
期
と
し
て
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
お
け
る
禅

僧
の
漢
詩
文
、
第
三
期
と
し
て
江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
者
の
漢
詩
文
が

そ
れ
に
あ
た
る
（
１
）
。

第
二
期
に
お
い
て
、
中
央
政
府
・
幕
府
は
「
五
山
十
刹
」
と
呼
ば
れ

ご

ざ
ん
じ
っ
さ
つ

る
制
度
で
禅
僧
社
会
を
統
制
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
住
持
を
任
命
す
る

官
寺
に
対
し
て
寺
格
を
も
う
け
、
最
上
位
に
五
つ
の
禅
院
を
制
定
し
、

次
位
に
十
の
禅
寺
を
配
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
官
寺
に
属
す
る

僧
侶
が
創
出
し
た
文
芸
作
品
の
こ
と
を
「
五
山
文
学
」
と
呼
称
す
る
よ

う
に
な
っ
て
久
し
い
（
２
）
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
禅
宗
の
流
派
に
、

五
山
派
に
関
係
し
つ
つ
も
官
寺
に
止
住
し
な
い
流
派
の
文
学
が
「
五
山

文
学
」
に
含
ま
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
林
下
」
と
呼
ば
れ
る
曹
洞
宗
派

り
ん

か

・
妙
心
寺
派
・
大
徳
寺
派
等
が
創
出
し
た
文
学
も
広
範
に
及
び
、
「
五
山

文
学
」
と
同
様
の
深
い
意
義
を
持
つ
。
そ
こ
で
、
第
二
期
の
禅
僧
の
漢

詩
文
に
つ
い
て
、
五
山
派
の
文
学
に
林
下
の
文
学
を
加
え
、
総
称
し
て

「
禅
林
文
学
」
と
呼
称
す
る
。

禅
林
で
は
、
語
録
・
漢
詩
・
漢
文
、
乃
至
そ
の
時
代
の
日
記
、
さ
ら

に
は
随
筆
等
が
創
出
さ
れ
た
。
禅
林
文
学
の
研
究
に
つ
い
て
、
一
昔
前
、

玉
村
竹
二
氏
は
、
「
五
山
文
学
は
、
全
く
文
学
界
の
孤
児
で
あ
り
、
天
涯
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孤
独
を
喞
つ
ば
か
り
で
あ
る
」
と
悲
嘆
さ
れ
て
い
た
（
３
）
。
し
か
し
、

現
代
に
至
っ
て
、
そ
の
状
況
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
国
史
学
・
東
洋

史
学
・
宗
教
学
・
日
本
文
学
・
中
国
文
学
等
、
多
岐
の
観
点
か
ら
禅
林

文
学
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
も
は
や
「
文
学
界
の
孤
児
」
と
は
言
え
な

い
ま
で
に
及
ん
で
い
る
。
と
は
言
え
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
中
国
文
学

か
ら
の
禅
林
文
学
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
い
ま
だ
そ
の
方
法
が
確
立

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
中
国
文
学
の
立
場
か
ら
禅
林
文
学
に
い

か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
て
そ

の
一
端
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

二

禅
林
文
学
に
対
す
る
中
国
文
学
の
視
点

中
国
文
学
の
立
場
か
ら
禅
林
文
学
を
研
究
す
る
場
合
、
禅
林
文
学
と

中
国
文
学
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
関
わ
り
方
に
よ
っ
て
、
ど
こ
を
視
点
に
す
る
べ
き
か
確
認
し
た
い
。

（
Ⅰ
）
中
世
禅
林
社
会
以
外
で
の
本
朝
漢
文
学
と
中
国
文
学

平
安
時
代
に
中
国
文
化
・
文
学
の
担
い
手
で
あ
っ
た
の
は
、
主
と
し

て
公
家
社
会
と
僧
侶
社
会
（
天
台
・
真
言
等
）
で
あ
る
。
公
家
社
会
に

お
い
て
は
、
公
的
機
関
で
あ
る
大
学
に
四
学
科
（
紀
伝
・
明
経
・
明
法

・
算
道
）
が
設
置
さ
れ
、
中
で
も
中
国
文
学
と
深
く
関
わ
る
紀
伝
道
（
文

章
道
）
で
は
歴
史
と
漢
文
学
が
教
授
さ
れ
、
ま
た
明
経
道
で
は
儒
学
が

教
授
さ
れ
た
。
紀
伝
道
の
教
授
は
菅
原
氏
と
大
江
氏
が
担
当
し
、『
史
記
』

『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
等
の
歴
史
や
『
文
選
』
を
学
ば
せ
、
明
経
道
の
教

授
は
中
原
氏
と
清
原
氏
が
担
当
し
、
『
論
語
』
『
孝
経
』
を
必
修
、
『
周

易
』
『
尚
書
』
『
礼
記
』
『
周
礼
』
『
儀
礼
』
『
詩
経
』
を
選
択
と
し
て
学

ば
せ
た
。
ま
た
『
白
氏
文
集
』
が
将
来
す
る
と
、
貴
族
間
で
爆
発
的
に

愛
玩
さ
れ
た
。
し
か
し
、
時
代
が
降
り
、
遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
、
国
風

文
化
が
醸
成
さ
れ
る
と
、
公
家
社
会
の
文
学
追
究
姿
勢
は
既
存
の
中
国

文
学
を
受
容
す
る
に
止
ま
り
、
さ
ら
に
武
家
が
台
頭
し
て
公
家
の
権
力

が
衰
退
す
る
と
、
学
問
へ
の
希
求
も
一
層
薄
れ
て
い
っ
た
（
４
）
。

僧
侶
社
会
に
お
い
て
は
、
天
台
宗
が
法
華
経
を
始
め
と
す
る
経
典
、

真
言
宗
が
大
日
経
を
始
め
と
す
る
経
典
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
教
理
・
教

相
を
追
究
し
た
。
始
め
は
中
国
の
文
化
を
輸
入
す
る
役
割
も
担
っ
て
い

た
が
、
そ
の
役
割
は
次
第
に
薄
れ
、
専
ら
経
典
の
注
解
釈
義
を
中
心
と

し
て
、
新
た
な
文
化
・
文
学
を
求
め
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
（
５
）
。

鎌
倉
期
に
な
り
、
武
家
社
会
が
台
頭
し
、
新
し
い
文
化
・
文
学
に
関

心
を
抱
く
こ
と
に
な
っ
た
。
幕
府
開
設
の
当
初
は
、
六
朝
文
学
や
唐
代
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文
学
の
影
響
を
受
け
、
四
書
五
経
・
史
書
・
『
文
選
』
・
『
白
氏
文
集
』

を
嗜
好
・
追
究
す
る
公
家
社
会
と
、
自
ら
の
経
典
の
教
理
・
教
相
を
追

究
す
る
僧
侶
社
会
を
保
護
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
旧
勢
力
の
旧
態

依
然
の
あ
り
方
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
武
家
は
新
た
な
文
化
・
文
学
を

必
要
と
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
禅
宗
が
流
入
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
中
世
禅
林
の
文
学
と
中
国
文
学

鎌
倉
時
代
初
期
に
い
た
り
、
栄
西
・
道
元
・
円
爾
等
を
は
じ
め
と
す

る
入
宋
僧
に
よ
っ
て
禅
宗
旨
が
移
入
さ
れ
、
次
第
に
そ
の
勢
い
が
浸
透
、

拡
大
す
る
。
鎌
倉
幕
府
は
、
禅
宗
の
「
不

立

文
字
」
・
「
教

外
別
伝
」
・

ふ

り
ゅ
う
も
ん

じ

き
ょ
う

げ

べ
つ
で
ん

「
直
指
人
心
」
・
「
見

性

成

仏
」
を
標
榜
し
、
文
字
の
存
在
を
否
定
す

じ
き

し

に
ん
し
ん

け
ん
し
ょ
う
じ
ょ
う
ぶ
つ

る
宗
旨
が
、
御
家
人
や
民
衆
の
生
き
方
を
模
索
す
る
上
で
新
鮮
で
あ
る

と
考
え
、
旧
仏
教
勢
力
に
対
抗
し
う
る
勢
力
と
し
て
禅
宗
を
利
用
し
た
。

一
方
、
中
国
で
は
、
そ
の
頃
異
民
族
の
侵
入
に
よ
っ
て
国
全
体
が
混
乱

し
、
教
団
同
士
の
対
立
も
生
じ
、
新
た
な
布
教
場
所
を
国
外
に
も
求
め

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
禅
宗
に
自
己
の
拠
り
所
を
求
め
る
鎌
倉
幕
府
の

思
惑
と
、
日
本
を
新
た
な
活
動
場
所
と
考
え
る
中
国
禅
僧
の
思
惑
と
が

一
致
し
、
中
国
禅
僧
の
来
日
と
、
日
本
禅
僧
の
入
宋
が
頻
繁
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
６
）
。

そ
れ
ま
で
は
公
家
社
会
と
僧
侶
社
会
に
お
い
て
創
出
さ
れ
て
い
た
文

化
・
文
学
で
あ
っ
た
が
、
禅
僧
社
会
が
新
た
な
勢
力
と
し
て
徐
々
に
力

を
付
け
る
と
、
そ
れ
に
伴
い
、
中
国
禅
僧
や
入
宋
の
禅
僧
が
新
た
に
大

陸
の
最
先
端
の
文
化
・
文
学
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
。
中
国
の
禅
林
社

会
に
お
い
て
既
に
語
録
と
共
に
外
集
（
一
般
の
詩
文
）
を
嗜
好
す
る
風

潮
が
存
し
た
た
め
、
例
え
ば
入
宋
し
た
円
爾
弁
円
が
持
ち
帰
っ
た
書
籍

を
記
し
た
「
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
」
に
は
、
多
く
の
外

集
が
見
ら
れ
る
。

「
不
立
文
字
」
を
標
榜
す
る
禅
宗
と
文
学
が
、
何
故
に
結
び
つ
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
権
力
を
握
っ
た
武
家
は
、
そ
れ
ま
で
の
公
家
と
は
異

な
る
文
化
を
求
め
、
宗
教
と
し
て
禅
宗
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
多
く
の
高
僧
が
中
国
か
ら
来
日
し
、
禅
宗
を
喧
伝
す
る
も
の
の
、

日
本
の
修
行
僧
は
言
語
の
相
違
も
あ
っ
て
か
宗
旨
に
対
す
る
理
解
は
浅

く
、
禅
の
道
を
深
く
求
め
よ
う
と
す
る
者
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
禅
宗
勢
力
拡
大
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
た
武
家
で

あ
っ
た
が
、
中
国
に
お
け
る
禅
林
の
貴
族
化
を
模
倣
し
、
禅
僧
に
学
問

教
養
を
求
め
た
。
禅
林
社
会
で
宗
教
面
に
加
え
て
学
芸
面
が
尊
ば
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
多
く
の
禅
僧
は
そ
れ
ら
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
腐
心

す
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
武
家
の
意
に
適
っ
た
文
化
・
文
学
を
創
出
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す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
禅
林
社
会
は
、
宗
旨
と
共
に

中
国
の
新
た
な
文
学
を
輸
入
す
る
担
い
手
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
７
）
。

宗
教
面
と
学
芸
面
に
お
い
て
、
禅
僧
は
時
と
場
面
に
応
じ
て
武
家
の

意
に
適
っ
た
文
章
を
製
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
表
現
手
段

と
し
て
は
、
宗
旨
の
発
露
を
示
す
作
品
・
語
録
・
寺
制
上
の
公
的
文
書

と
い
っ
た
特
有
の
も
の
か
ら
、
在
俗
が
求
め
る
一
般
詩
文
に
ま
で
及
ぶ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
の
書
物
に
通
暁
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
知
識
素
養
が
禅
僧
に
必
要
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

禅
僧
が
中
国
の
文
芸
素
養
を
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
と
、
中
国
か
ら
将
来
し
た
宋
版
・
元
版
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
書
写

し
た
書
物
だ
け
で
は
、
そ
の
需
要
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、

中
国
か
ら
渡
来
し
た
刻
工
達
に
よ
っ
て
必
要
な
書
物
が
開
版
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
お
お
よ
そ
五
山
に
繋
が
る
寺
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
版
は
「
五
山
版
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
宗
旨
に
関
連

す
る
書
を
除
い
て
、
五
山
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
書
物
は
次
の
通
り
で

あ
る
（
８
）
。

経
書
：
『
古
文
尚
書
』
『
毛
詩
鄭
箋
』
『
春
秋
経
伝
集
解
』
『
論
語
集
解
』

『
論
語
』
（
無
注
本
）
『
音
注
孟
子
』
『
大
学
章
句
』
『
大
廣
益
會

玉
篇
』
『
増
修
互
註
礼
部
韻
略
』
『
韻
鏡
』
『
重
編
改
正
四
声
全

形
等
子
』
『
古
今
韻
會
挙
要
』
『
重
編
詳
備
砕
金
』
『
魁
本
對
相

四
言
雑
字
』

史
部
：
『
立
齋
先
生
標
題
解
註
音
釈
十
八
史
略
』
『
歴
代
帝
王
紹
運
図
』

『
歴
代
帝
王
編
年
互
見
之
図
』
『
歴
代
序
略
』
『
唐
才
子
伝
』
『
分

類
合
璧
図
像
句
解
君
臣
故
事
』

子
部
：
『
冷
齋
夜
話
』
『
重
新
点
校
附
音
増
註
蒙
求
』
『
新
板
大
字
附
音

釈
文
千
字
文
註
』
『
四
體
千
字
文
書
法
』
『
増
廣
事
吟
料
詩
韻
集

大
成
』
『
韻
府
群
玉
』
『
聯
新
事
備
詩
学
大
成
』
『
新
編
排
韻
増

廣
事
類
氏
族
大
全
』
『
荘
子
鬳
齋
口
義
』
『
列
子
鬳
齋
口
義
』
『
新

刊
名
方
類
証
医
書
大
全
』『
新
刊
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
』『
察

病
指
南
』

集
部
：
『
寒
山
詩
』
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
詩
集
』
『
集
千
家
註
分
類

杜
工
部
詩
』
『
集
千
家
分
類
杜
工
部
詩
』
『
五
百
家
註
音
弁
昌
黎

先
生
文
集
』
『
新
刊
五
百
家
註
昌
黎
先
生
聯
句
集
』
『
新
刊
五
百

家
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』
『
新
板
増
廣
附
音
釈
文
胡
曾
詩
註
』
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『
鐔
津
文
集
』
『
王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
『
山
谷

詩
集
註
』
『
山
谷
黄
先
生
大
全
詩
註
』
『
須
渓
先
生
評
点
簡
齋
詩

集
』
『
誠
齋
集
』
『
名
公
妙
選
陸
放
翁
詩
集
』
『
北
礀
全
集
』
『
蔵

叟
摘
藁
』
『
雪
岑
和
尚
続
集
』
『
碧
山
堂
集
』
『
白
雲
詩
集
』
『
廬

山
外
集
』
『
趙
子
昻
詩
集
』
『
范
徳
機
詩
集
』
『
澹
居
藁
』
『
掲
曼

碩
詩
集
』
『
蒲
室
集
』
『
増
補
新
編
翰
林
珠
玉
』
『
雪
廬
藁
』
『
新

芳
薩
天
錫
雑
詩
妙
選
藁
全
集
』
『
全
室
外
集
』
『
増
註
唐
賢
三
体

詩
法
』
『
諸
家
集
註
唐
詩
三
体
家
法
』
『
唐
賢
三
体
家
法
詩
』
『
唐

朝
四
賢
精
詩
』
『
石
門
洪
覚
範
天
厨
禁
臠
』『
江
湖
風
月
集
』
『
精

選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
』
『
中
州
集
』
『
皇
元
風
雅
』
『
金
玉
編
』

『
澹
游
集
』
『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
』
『
雅
頌
正
音
』

『
詩
人
玉
屑
』『
詩
法
源
流
』
『
雪
窖
集
』

以
上
の
五
山
版
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
禅
僧
は
こ
ぞ
っ
て
そ
れ
ら
を
愛

玩
す
る
に
至
っ
た
。
得
道
修
行
に
専
念
せ
ず
、
外
集
の
習
得
に
執
心
す

る
よ
う
に
な
り
、
渡
来
僧(

高
僧)

の
危
惧
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、

こ
の
傾
向
は
時
代
を
下
る
に
つ
れ
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
外
集
需

要
が
高
ま
る
と
、
学
芸
の
知
識
を
積
ん
だ
高
僧
が
弟
子
僧
に
対
し
て
講

義
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
南
北
朝
時
代
を
代
表
す
る
中
巌
円
月
や
義
堂

周
信
が
、
す
で
に
外
集
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

講
義
を
す
る
僧
の
講
抄
の
手
控
え
書
や
、
聞
き
取
っ
た
講
義
録
は
、

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
整
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
整
理
し

て
書
か
れ
た
仮
名
交
じ
り
の
注
釈
、
も
し
く
は
漢
文
体
の
注
釈
の
こ
と

を
「
抄
物
」
と
呼
ぶ
。
義
堂
が
す
で
に
抄
物
を
製
し
て
い
た
と
言
わ
れ

る
。
中
世
禅
林
で
製
さ
れ
た
漢
籍
を
出
典
と
す
る
抄
物
は
次
の
通
り
で

あ
る
（
９
）
。

経
部
：
周
易
抄
・
易
学
啓
蒙
通
釈
抄
・
尚
書
抄
・
毛
詩
抄
・
曲
礼
抄
・

月
令
抄
・
左
伝
抄
・
孝
経
抄
・
大
学
抄
・
中
庸
抄
・
論
語
抄
・

孟
子
抄
・
千
字
文
聞
書
・
韻
鏡
聞
書
。
悉
曇
字
記
抄

史
部
：
史
記
抄
・
漢
書
抄
・
十
八
史
略
抄

子
部
：
三
略
抄
・
六
韜
抄
・
医
学
正
伝
或
問
抄
・
医
学
入
門
発
談
・
医

方
大
成
論
抄
・
運
気
抄
・
格
致
余
論
抄
・
曲
方
発
揮
抄
・
察
病

指
南
抄
・
全
九
集
・
注
能
毒
・
八
十
一
難
経
抄
・
本
草
序
例
抄

・
明
医
雑
著
抄
・
蒙
求
抄
・
玉
塵
抄
・
詩
学
大
成
抄
・
老
子
経

抄
・
荘
子
抄
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集
部
：
杜
詩
抄
・
柳
文
抄
・
長
恨
歌
琵
琶
行
抄
・
胡
曽
詩
抄
・
東
坡
詩

抄
・
山
谷
詩
抄
・
山
谷
演
雅
詩
抄
・
瀟
湘
八
景
詩
抄
・
全
相
二

十
四
孝
詩
抄
・
二
十
四
孝
七
言
詩
抄
・
蒲
室
集
抄
・
孝
行
録
抄

・
聖
蹟
図
和
抄
・
三
体
詩
抄
・
中
興
禅
林
風
月
集
抄
・
江
湖
風

月
集
抄
・
御
注
文
選
表
解
・
古
文
真
宝
前
集
抄
・
古
文
真
宝
後

集
抄
・
聯
珠
詩
格
抄
・
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
抄
・
野
馬

台
詩
抄

抄
物
が
製
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
講
義
の
手
控
え
の
抄
や
、
講
義

さ
れ
た
抄
、
ま
た
既
に
製
さ
れ
た
抄
物
の
抄
を
、
五
山
版
や
将
来
本
に

書
き
入
れ
る
場
合
も
存
す
る
。
こ
の
よ
う
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
抄
も
、

当
時
の
受
容
状
況
を
知
る
貴
重
な
資
料
に
な
る
。

外
集
の
作
品
理
解
が
深
ま
り
、
漢
文
素
養
が
身
に
付
い
て
く
る
と
、

今
度
は
自
身
の
漢
文
作
品
を
製
す
る
際
に
そ
れ
ら
の
消
化
し
た
内
容
を

援
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
製
さ
れ
た
本
朝
禅

僧
の
漢
文
作
品
は
膨
大
な
量
に
な
る
。
禅
僧
が
残
し
た
漢
文
作
品(

語
録

・
詩
文)

や
抄
物
は
、
漢
文
隆
盛
第
二
期
の
中
世
禅
林
文
学
の
主
要
部
分

を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

（
Ⅲ
）
中
国
文
学
側
の
視
点
か
ら
の
禅
林
文
学

禅
林
社
会
で
は
、
常
に
中
国
文
学
と
深
い
関
係
を
有
し
、
独
自
の
文

学
を
創
出
し
て
き
た
。
そ
の
受
容
過
程
に
つ
い
て
、
禅
林
に
種
種
の
中

国
書
が
流
入
し
、
五
山
版
が
開
版
さ
れ
、
禅
僧
が
そ
れ
ら
を
利
用
す
る

第
Ⅰ
段
階
、
中
国
書
や
五
山
版
を
利
用
し
、
禅
僧
自
ら
解
釈
し
て
吸
収

す
る
第
Ⅱ
段
階
、
吸
収
し
た
も
の
を
自
ら
の
作
品
の
中
に
援
用
す
る
第

Ⅲ
段
階
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
Ⅰ
～
Ⅲ
段
階
の
受
容
を
考

察
す
る
に
あ
た
り
、
中
国
文
学
の
立
場
か
ら
、
次
の
点
に
つ
い
て
検
討

・
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

第
Ⅰ
段
階

対
象
：
五
山
版
及
び
宋
・
元
版

解
明
点

・
五
山
版
と
そ
の
親
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
山
版
そ

の
も
の
の
価
値
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
五
山
版
の
書
き
入
れ
や
宋
版
・
元
版
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
中

国
書
の
流
入
状
況
や
作
品
の
受
容
状
況
を
解
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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第
Ⅱ
段
階

対
象
：
抄
物

解
明
点

・
明
記
さ
れ
た
禅
僧
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
禅
僧
間
の
人
間
関
係

を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
禅
僧
の
逸
話
や
回
顧
か
ら
、
中
国
文
学
の
受
容
の
様
相
を
解
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
引
用
さ
れ
る
中
国
書
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
注
釈
書
や
他
の
中

国
書
の
利
用
方
法
・
受
容
状
況
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
作
品
の
抄
と
中
国
注
釈
書
の
注
釈
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、

禅
僧
の
解
釈
の
意
義
・
特
徴
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
Ⅲ
段
階

対
象
：
語
録
・
詩
文
集

解
明
点

・
禅
僧
の
作
品
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅
僧
の
形
成
し
た

詩
人
（
文
人
）
像
・
観
念
的
世
界
が
分
か
る
。

・
出
典
と
な
っ
た
中
国
書
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
書
の
中
国
に
お

け
る
受
容
状
況
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
山
版
・
抄
物
・
語
録
及
び
詩
文
集
の
三
分
野
を
対
象
と
す
る
が
、
個

々
に
調
査
・
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、
相
互
に
関
連
さ
せ
て
調
査
・
検

討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
三
分
野
を
ど
の
よ
う
に
調
査
・
検

討
す
る
か
、
次
章
以
降
で
具
体
的
に
見
て
い
く
。

三

五
山
版
の
追
究
―
中
国
文
学
側
の
視
点
か
ら

従
来
の
五
山
版
の
研
究
は
、
書
誌
学
か
ら
の
言
及
が
多
い
。
大
陸
の

刻
工
者
に
よ
っ
て
五
山
版
が
開
版
さ
れ
て
以
来
、
新
た
な
詩
文
・
語
録

等
の
作
品
が
対
象
と
な
っ
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
一
方
、
そ
の
粗
悪

な
出
来
映
え
に
対
し
て
、
余
り
学
識
の
高
く
な
い
刻
工
者
が
営
利
目
的

で
彫
っ
た
こ
と
が
原
因
と
し
、
単
な
る
覆
宋
版
・
覆
元
版
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
評
価
も
存
す
る
（

）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
五
山
版
と
現
存
す
る
諸
作

10

品
集
と
対
校
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
五
山
版
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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五
山
版
は
、
粗
悪
な
出
来
と
言
う
だ
け
で
、
本
文
や
注
は
全
く
見
る

価
値
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
諸
本
と
対
校
し
、
そ
の
五
山
版

作
品
の
本
文
・
註
釈
の
価
値
を
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
誌
学

の
立
場
だ
け
で
な
く
、
中
国
文
学
の
立
場
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
多
く
の
五
山
版
に
は
、
当
時
の
禅
僧
が
講
義
の
際
に
手
控
え

と
し
て
書
き
記
し
た
抄
や
講
義
を
聴
き
取
っ
た
抄
が
残
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、『
史
記
』
研
究
に
お
い
て
、
中
国
で
散
佚
し
た
註
釈
が
日
本
に
残

存
す
る
宋
版
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
全
て
抽

出
し
、
世
に
復
元
し
た
例
が
存
す
る
（

）
。
書
き
入
れ
抄
に
は
、
当
時

11

の
作
品
受
容
の
状
況
・
解
釈
の
実
態
が
表
れ
て
お
り
、
高
い
価
値
を
有

す
る
と
言
え
よ
う
。

具
体
的
に
、
近
年
稿
者
が
関
わ
っ
て
い
る
柳
宗
元
の
五
山
版
に
つ
い

て
、
そ
の
も
の
の
価
値
、
書
き
入
れ
抄
の
価
値
を
見
て
み
た
い
。
た
だ

し
、
書
き
入
れ
抄
に
つ
い
て
は
、
『
柳
文
抄
』
と
比
較
す
る
こ
と
で
解
明

で
き
る
点
も
存
す
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
抄
物
の
追
究
の
後

に
述
べ
る
。

（
１
）
五
山
版
『
新
刊
五
百
家
註
音
辯
唐
柳
先
生
文
集
』
の
価
値

柳
宗
元
の
作
品
集
で
あ
る
五
山
版
『
新
刊
五
百
家
註
音
辯
唐
柳
先
生

文
集
』
（
以
下
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
と
略
称
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
は

嘉
慶
二
年
（
一
三
八
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。

従
来
、
書
誌
学
の
立
場
か
ら
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
に
つ
い
て
、

川
瀬
一
馬
氏
が
『
入
門
講
座
日
本
出
版
文
化
史
』
（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
出
版
部

一
九
八
三
）
の
中
で
、「
随
分
ぞ
ん
が
い
な
彫
り
」
で

あ
っ
て
、
「
極
端
に
い
っ
て
、
字
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
彫
り
に

な
っ
て
い
る
」
と
し
、
「
向
こ
う
か
ら
来
た
刻
工
達
は
非
常
に
多
く
の
五

山
版
を
彫
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
生
活
の
た
め
に
や
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
む
し
ろ
当
時
の
社
会
が
余
り
必
要
と
し
な
い
も
の
ま
で
も
、
自
分

た
ち
の
生
活
の
必
要
上
彫
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
来

朝
大
陸
刻
工
の
活
動
」
（
『
五
山
版
の
研
究
』
日
本
古
書
籍
商
協
会

一

九
七
〇
所
収
）
で
は
、
「
そ
れ
ら
は
所
謂
多
少
文
字
の
あ
る
徒
輩
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
刻
工
者
の
学
識
の
低
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

中
国
文
学
の
立
場
か
ら
、
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
に
つ
い
て
、
清
水

茂
氏
が
「
日
本
留
下
来
的
両
種
柳
宗
元
集
版
本
」
（
『
香
港
大
學
馮
平
山

圖
書
館
金
禧
紀
念
論
文
集
』
一
九
八
二
年
所
収
）
の
中
で
、
『
五
山
版
五

百
家
註
本
』
は
、
四
庫
全
書
に
所
収
さ
れ
る
宋
版
『
五
百
家
註
唐
柳
先

生
文
集
』(

以
下
『
四
庫
五
百
家
註
本
』
と
略
称
す
る)

の
覆
刊
で
あ
り
、
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『
四
庫
五
百
家
註
本
』
が
巻
一
か
ら
巻
二
十
一
ま
で
し
か
存
在
し
な
い

の
に
対
し
、
巻
四
十
五
ま
で
を
完
備
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
筧
文
夫
氏
が
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
「
日
本
に
お
け
る
柳
宗
元
研

究
」
（
『
唐
宋
文
学
論
考
』
創
文
社

二
〇
〇
二
所
収
）
で
、
『
五
山
版

五
百
家
註
本
』
が
『
四
庫
五
百
家
註
本
』
の
覆
刊
で
、
完
全
な
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

中
国
文
学
の
立
場
か
ら
、
日
本
に
し
か
存
在
し
な
い
貴
重
書
だ
と
し

て
、
高
い
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
清
水
氏
と
筧
氏
は
、
『
五

山
版
五
百
家
註
本
』
と
『
四
庫
五
百
家
本
』
を
逐
一
校
勘
し
た
結
果
の

結
論
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
論
が
三
十
年
近
く
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
は
、
五
山
版
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

少
な
い
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
わ
ざ
わ
ざ
生
活
の
た
め
に
、
大
部
な
書

物
を
彫
り
に
来
朝
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
五
山
版
の
書
名
は
、
『
新
刊

五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』
で
あ
り
、
四
庫
全
書
の
書
名
は
『
五

百
家
註
唐
柳
先
生
文
集
』
で
あ
り
、
異
な
っ
て
い
る
。
両
者
を
校
勘
す

る
と
、
字
句
の
異
同
が
き
わ
め
て
多
い
。
と
て
も
覆
刊
し
た
も
の
と
は

言
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
評
価
・
追
究
に
異
議
を
唱
え
た
の
は
、
中
国
の
岳
珍
氏
で

あ
る
。
「
柳
集
五
百
家
注
兪
良
甫
翻
宋
本
考
述
」
（
『
典
籍
与
文
化
』
二

〇
〇
九
年
一
期
）
の
中
で
、
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
と
『
四
庫
五
百
家

本
』
に
異
同
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
は
、
北

京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
新
刊
五
百
家
註
音
辯
唐
柳
先
生
文
集
』
（
以

下
『
北
京
五
百
家
註
本
』
と
略
称
）
を
覆
刊
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

『
北
京
五
百
家
註
本
』
は
巻
十
六
～
二
十
一
と
巻
三
十
七
～
四
十
一
が

現
存
し
、
現
在
、
北
京
図
書
館
再
造
善
本
に
よ
っ
て
容
易
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
岳
珍
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
と

『
北
京
五
百
家
註
本
』
の
、
作
品
集
の
紙
面
の
文
字
数
・
字
の
配
置
が

同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
朝
し
た
刻
工
者
が
範
と
し
た
の
が
、
『
北
京

五
百
家
註
本
』
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、
岳
珍
氏
の
考
証
に
よ
っ
て
、『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
の
価

値
が
決
定
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
『
五
山
版
五
百
家

註
本
』
と
『
北
京
五
百
家
註
本
』
に
つ
い
て
、
巻
十
六
～
巻
二
十
一
を

校
勘
す
る
と
、
異
同
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
北
京
五
百
家
註
本
』

で
は
、
「
宥
蝮
蛇
文
」
（
巻
十
八
）
で
「
衘
毒
而
趨
」
と
な
っ
て
い
る
の

●

に
対
し
、『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
で
は
「
銜
毒
而
趨
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
『
北
京
五
百
家
註
本
』
で
は
、
「
招
海
賈
文
」
（
巻
十
八
）
で
、
「
君

不
反
兮
糜
以
摧
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
君
不
返
兮
糜
以
摧
」
と

●

な
っ
て
い
る
。
巻
十
六
～
巻
二
十
一
に
は
総
じ
て
四
十
二
箇
所
の
異
同



- 40 -

が
見
ら
れ
、
単
な
る
誤
刻
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
も
存
す
る
が
、
十
一
箇

所
に
つ
い
て
は
意
図
的
に
異
同
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
意
図
的
に
行

っ
た
と
思
わ
れ
る
異
同
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
の
字
の
異
同
に
対
応
し
て

い
る
の
は
、
『
増
広
注
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』
（
以
下
『
音
弁
本
』
と
略

称
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
刻
工
者
・
兪
良
甫
は
、
『
五

山
版
五
百
家
註
本
』
を
刻
す
る
に
当
た
り
、
『
音
弁
本
』
と
校
合
し
な
が

ら
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
の
み
に
見
ら
れ
る
註
釈
も
存
す
る
。

「
禮
部
為
文
武
百
寮
請
聽
政
表
第
二
表
」（
巻
三
十
七
）
の
題
注
に
、「
晏

元
献
本
按
文
苑
英
華
、
此
乃
宗
元
所
作
。
」
と
あ
り
、
「
禮
部
賀
太
上
皇

后
冊
畢
賀
表
」
（
巻
三
十
七
）
の
題
注
に
、
「
永
貞
元
年
」
と
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
箇
所
が
巻
十
六
～
巻
二
十
一
、
巻
三
十
七
～
四
十
一
で
十
一

箇
所
見
ら
れ
る
。
付
加
さ
れ
た
制
作
年
に
関
す
る
註
釈
や
字
の
異
同
に

関
す
る
註
釈
つ
い
て
、
全
て
に
通
じ
る
の
は
『
音
弁
本
』
で
あ
る
。
『
音

弁
本
』
の
註
釈
を
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
に
付
加
し
た
の
は
来
朝
し

た
刻
工
者
・
兪
良
甫
で
あ
ろ
う
。
兪
良
甫
は
『
北
京
五
百
家
註
本
』
を

覆
刊
と
し
て
刻
す
る
に
当
た
り
、
自
ら
が
腑
に
落
ち
な
い
点
に
つ
い
て
、

納
得
の
い
く
注
釈
を
付
与
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の
書
誌
学
・
中
国
学
の
立
場
か
ら
見
ら
れ
て

い
た
五
山
版
の
存
在
価
値
に
つ
い
て
は
、
誤
っ
た
評
価
が
下
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
す
る
（

）
。
四
十
五
巻
末
の
木
記
に
「
久
住
日
本
京
城

12

阜
近
、
幾
年
労
鹿
、
至
今
喜
成
矣
。
」（
久
し
く
日
本
京
城
阜
近
に
住
し
、

幾
年
も
労
鹿
し
、
今
に
至
り
て
成
る
を
喜
ぶ
。
）
と
あ
る
。
「
労
鹿
」
は

莆
田
県
の
方
言
で
苦
労
し
て
働
く
と
い
う
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
刻
工

者
・
兪
良
甫
が
長
年
苦
労
し
た
末
に
完
成
し
た
の
を
喜
ん
で
い
る
の
が

分
か
る
。
そ
の
苦
労
の
過
程
・
喜
び
の
理
由
を
追
及
す
る
こ
と
が
、
現

代
の
研
究
者
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
ろ
う
。
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』

に
つ
い
て
は
、
今
度
は
個
々
の
作
品
、
特
に
『
北
京
五
百
家
註
本
』
に

存
在
し
な
い
作
品
に
対
し
て
検
討
を
行
え
ば
、
さ
ら
な
る
価
値
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

中
国
の
書
物
が
来
朝
者
の
手
に
よ
っ
て
本
格
的
に
出
版
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
む
や
み
や
た
ら
に
彫
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
日
本
に
お
け
る
漢
文
素
養
の
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
い
た
の
は
確

か
で
あ
り
、
彼
ら
の
要
望
に
適
う
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
五
山
版
は
、
中
国
で
も
日
本
で
も
真
の
評
価

を
得
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
単
に
、
書
誌
学
の
立
場
か
ら
検
討

す
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
中
国
文
学
の
立
場
か
ら
よ
り
深
い
検
討

が
な
さ
れ
る
の
が
理
想
で
あ
る
。
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（
２
）
書
き
入
れ
抄
の
価
値
―
散
佚
し
た
中
国
注
釈
書
の
復
元

『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
は
、
内
閣
文
庫
・
国
会
図
書
館
・
書
陵
部

（
二
本
）・
東
北
大
学
・
静
嘉
堂
文
庫
・
大
東
急
記
念
文
庫
・
成
簣
堂
文

庫
・
天
理
図
書
館
・
龍
谷
大
学
・
杏
雨
書
屋
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

・
一
誠
堂
・
東
洋
文
庫
（
二
本
）
三
井
家
旧
蔵
・
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
訓
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
欄
外
に
詳
細

な
書
き
入
れ
が
存
す
る
。
筆
者
は
、
書
陵
部
・
東
北
大
学
・
国
立
民
俗

博
物
館
・
東
洋
文
庫
・
内
閣
文
庫
・
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
五
山
版
五

百
家
註
本
』
に
禅
僧
の
手
に
よ
る
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
膨
大
な
書
き
入
れ
の
中
に
は
、
禅
僧
の
解
釈
も
あ
れ
ば
、
中
国

の
註
釈
の
引
用
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
国
注
釈
書
か
ら
の
引
用
の
書

き
入
れ
を
検
討
し
て
み
た
い
。

〈
『
柳
文
音
義
』
の
場
合
〉

『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
の
書
き
入
れ
の
中
に
、
「
音
義
」
「
潘
云
」

と
明
記
さ
れ
た
注
釈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
潘
緯
が
音
義
を
施

し
た
と
さ
れ
る
『
柳
文
音
義
』（
以
下
『
音
義
本
』
と
略
称
）
か
ら
の
引

用
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。『
音
義
本
』
に
つ
い
て
は
、
現
在
散
佚
し
、『
音

弁
本
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
音
義
を
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
そ
の

『
音
義
本
』
の
註
釈
が
『
五
山
版
五
百
家
註
本
』
の
書
き
入
れ
に
存
す

る
。
例
え
ば
、
成
簣
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
五
山
版
五
百
家
註

本
』
の
「
斷
刑
論
上
下
」（
巻
三
）
に
は
、「
音
義
、
痒
音
養
。
与
癢
同
。

膚
欲
搔
也
。
搔
蘇
遭
切
。
爬
也
。
礼
記
癢
不
敢
搔
。
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
、

「
辯
晋
文
公
問
守
原
議
」
（
巻
四
）
に
は
「
内
堅
、
音
義
、
童
僕
之
未
冠

者
礼
記
―
也
。
御
者
注
―
小
臣
之
属
。」
と
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
『
音
義
本
』
の
音
義
は
、
『
音
弁
本
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

〈
劉
辰
翁
柳
詩
批
点
の
場
合
〉

『
五
百
家
本
』
の
巻
四
十
二
と
巻
四
十
三
は
、
詩
が
収
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
は
「
批
云
」
と
し
て
、
劉
辰
翁
の
評
点
が
記
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
劉
辰
翁
の
評
点
は
、『
唐
詩
品
彙
』
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
、「
同
劉
二
十
八
院
長
寄
澧
州
張
使
君
八
十
韻
」
詩
（
巻

四
十
二
）
の
詩
句
「
盈
缺
幾
蝦
蟆
」
の
「
批
云
、
以
用
為
蝦
蟆
大
俚
。
」

と
書
き
入
れ
ら
れ
た
評
点
や
、
「
弘
農
公
五
十
韻
」
詩
（
巻
四
十
二
）
の

詩
句
「
多
容
競
忤
彊
」
の
「
批
云
、
競
字
誤
、
必
竟
字
。
」
と
書
き
入
れ

ら
れ
た
評
点
は
、
ど
の
注
釈
書
に
も
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の

評
点
は
、
五
山
版
の
書
き
入
れ
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

『
史
記
』
と
同
様
、
柳
宗
元
の
場
合
も
、
五
山
版
の
書
き
入
れ
に
貴

重
な
資
料
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
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四

抄
物
の
追
究
―
中
国
文
学
側
の
視
点
か
ら

抄
物
と
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
（
場
合
に
よ
っ
て
は
江
戸

時
代
も
入
る
）
に
か
け
て
、
禅
林
・
博
士
家
・
神
道
家
・
医
家
・
足
利

学
校
な
ど
で
製
さ
れ
た
、
漢
籍
・
仏
典
・
国
書
に
対
す
る
注
釈
書
の
こ

と
を
言
う
。

抄
物
は
、
禅
僧
の
講
義
が
そ
の
ま
ま
記
録
さ
れ
、
当
時
の
言
葉
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
、
国
語
学

の
立
場
か
ら
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
（

）
。
し
か
し
、
近
年
、
抄
物

13

を
対
象
と
し
た
研
究
が
、
国
文
学
・
中
国
文
学
・
国
史
学
等
、
様
々
な

分
野
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
中
国
文
学
の
視
点
か

ら
抄
物
を
研
究
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ

た
い
。
五
つ
の
解
明
点
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
抄
物
の
特
質

と
従
来
の
研
究
を
把
握
し
た
上
で
、
利
用
す
る
に
当
た
っ
て
の
注
意
事

項
、
さ
ら
に
中
国
文
学
側
の
視
点
か
ら
の
有
効
的
な
研
究
手
段
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
明
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例

と
し
て
『
柳
文
抄
』
の
場
合
を
取
り
上
げ
る
。

（
１
）
禅
僧
間
の
関
係
の
解
明

抄
物
に
は
、
講
抄
者
自
身
の
名
が
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
自
身
が
受
け

た
講
義
に
つ
い
て
、
そ
の
講
抄
者
も
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
屡
々
存

す
る
。
ま
た
奥
書
を
は
じ
め
と
し
て
、
抄
中
に
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
何
時
、
誰
が
誰
か
ら
ど
の
よ
う
な
講
義
を
受
け
た
か
が

判
明
す
る
。
研
究
対
象
と
す
る
抄
物
の
成
立
を
知
る
上
で
重
要
な
事
柄

で
あ
る
た
め
、
従
来
、
分
野
を
問
わ
ず
、
ま
ず
第
一
に
追
究
さ
れ
た
。

時
代
に
お
け
る
嗣
法
上
の
相
承
関
係
、
学
問
上
の
師
承
関
係
が
明
ら
か

に
な
り
、
多
く
の
禅
僧
の
人
間
関
係
が
解
明
さ
れ
た
。

抄
物
は
単
独
の
講
義
僧
の
講
抄
を
書
き
取
っ
て
い
る
場
合
（
講
義
僧

の
手
控
え
書
の
こ
と
も
あ
る
）
、
既
に
流
布
し
て
い
る
講
抄
を
集
め
て
一

に
し
た
場
合
が
存
す
る
。
単
独
の
講
抄
で
あ
れ
ば
、
講
抄
に
出
て
き
た

禅
僧
と
講
義
僧
の
関
係
を
見
て
い
け
ば
、
学
問
に
お
け
る
師
承
関
係
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
が
、
複
数
の
講
抄
が
混
合
す
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
講
抄
に
お
い
て
、
学
問
の
師
承
関
係
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
禅
僧
の
名
前
が
別
号
で
で
て
く
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た

め
、
禅
僧
の
名
前
と
別
号
を
合
わ
せ
て
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

別
号
が
不
明
な
禅
僧
も
多
い
た
め
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
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ら
に
「
私
曰
」
「
愚
謂
」
の
よ
う
な
引
用
に
あ
っ
て
は
、
抄
者
を
特
定
で

き
な
い
こ
と
も
屡
々
存
す
る
。

中
国
文
学
側
の
視
点
か
ら
考
究
す
る
場
合
で
も
、
何
時
の
時
代
の
み

な
ら
ず
、
誰
が
講
抄
し
た
か
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
中
国
の
文
学

作
品
の
解
釈
に
お
い
て
、
抄
物
の
抄
を
引
用
す
る
場
合
、
出
典
と
し
て

抄
物
名
を
挙
げ
る
だ
け
で
な
く
、
な
る
べ
く
講
抄
者
の
名
も
明
記
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

〈
『
柳
文
抄
』
の
場
合
〉

『
柳
文
抄
』
で
は
、
仮
名
抄
と
漢
文
抄
の
二
つ
の
抄
が
組
み
合
わ
さ

っ
て
成
立
し
て
い
る
。

仮
名
抄
に
お
い
て
は
、
お
お
よ
そ
江
西
龍
派
（
一
三
七
五
～
一
四
四

六
）
の
講
義
を
聞
き
書
き
し
、
聞
き
書
き
者
の
抄
と
と
も
に
注
さ
れ
て

い
る
。
江
西
龍
派
を
「
江
西
」
「
江
」
、
聞
き
書
き
者
を
「
私
」
と
表
記

し
て
い
る
。
太
白
真
玄
（
？
～
一
四
一
五
）・
心
華
元
棣
（
生
没
年
未
詳
）

・
瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一
～
一
四
七
三
）
の
講
抄
も
引
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
江
西
以
前
に
太
白
や
心
華
が
、
聞
き
書
き
者
の
以
前
に
瑞
渓

が
、
柳
文
を
講
義
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

漢
文
抄
に
お
い
て
は
、
惟
肖
得
巌
（
一
三
六
〇
～
一
四
三
七
）
の
講

義
を
聞
き
書
き
し
、
聞
き
書
き
者
の
抄
と
共
に
注
さ
れ
て
い
る
。
惟
肖

を
「
双
桂
」
、
聞
き
書
き
者
を
「
愚
」
と
表
記
し
て
い
る
。
太
白
や
瑞
渓

の
講
抄
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
抄
が
現
れ
る
巻
十
九
「
尊
勝
幢
賛

（
并
序
）
」
に
、
「
応
永
甲
辰
歳
寶
、
龍
徳
聖
泉
軒
、
日
聞
双
桂
講
記
一

二
耳
。
以
此
連
奥
、
以
下
放
之
。
」
（
応
永
甲
辰
歳
寶
、
龍
徳
聖
泉
軒
に

て
、
日
々
双
桂
の
講
を
聞
き
一
二
を
記
す
の
み
。
此
を
以
て
奥
に
連
ね
、

以
下
之
に
放
ふ
。
）
と
あ
り
、
抄
者
が
応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
に

龍
徳
寺
の
聖
泉
軒
に
お
い
て
、
惟
肖
得
巌
が
柳
文
に
つ
い
て
日
々
講
義

す
る
の
を
聴
聞
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
時
代
に
お
け
る
柳
文
に
携
わ
っ
た
禅
僧
、
学
問
上
の

師
承
関
係
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
（

）。

14

（
２
）
禅
林
に
お
け
る
種
種
受
容
の
様
相
の
解
明

抄
物
は
注
釈
書
で
あ
る
が
、
注
釈
の
み
に
限
ら
な
い
。
時
に
講
抄
者

の
回
顧
・
当
時
の
禅
林
内
の
状
況
・
禅
僧
の
逸
話
な
ど
が
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
存
す
る
。
こ
の
点
は
、
早
く
上
村
観
光
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
、
当
時
の
文
学
受
容
の
状
況
や
社
会
状
況
、
中
国
の
禅
林
、
人
物
間

の
交
友
関
係
を
知
る
手
が
か
り
に
な
り
、
国
史
学
・
国
文
学
の
視
点
か

ら
注
目
さ
れ
た
。
人
物
像
や
文
学
作
品
の
背
景
・
歴
史
事
象
の
背
景
が

抄
物
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
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抄
の
中
に
は
、
作
品
の
注
釈
に
派
生
し
て
、
禅
僧
の
回
顧
や
逸
話
が

記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
禅
林
の
出
来
事
や
、
寺
の
別
名
や
塔
頭
の
名

称
を
始
め
、
禅
林
内
の
制
度
や
規
則
ま
で
も
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、

博
士
家
や
武
家
の
動
向
が
語
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
内
容
は
清
原
氏
を
代

表
と
す
る
博
士
家
や
足
利
氏
の
将
軍
家
の
人
物
の
逸
話
を
始
め
と
し
て
、

地
位
階
級
や
荘
園
の
制
度
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
作
品
中
の
地
名
や
事

物
を
説
明
す
る
に
際
し
、
日
本
の
相
当
す
る
地
や
日
本
に
存
在
す
る
事

物
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
る
。
作
品
を
解
す
る
際
に
、
現
今
の
辞
書
や

参
考
書
が
通
用
し
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
抄
物
が
単
な
る
注
釈
書
に

止
ま
ら
な
い
こ
と
を
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

直
接
の
注
釈
以
外
の
抄
文
内
容
に
接
す
る
場
合
、
そ
れ
が
作
品
中
の

語
句
を
説
明
す
る
に
際
し
て
の
、
日
本
の
該
当
物
・
該
当
事
項
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
中
国
文
学
側
か
ら
抄
物
を
利
用
す
る
場
合
、

中
国
文
学
研
究
に
利
用
す
る
辞
書
・
参
考
書
の
類
が
通
用
し
な
い
こ
と

が
多
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
種
種
の
事
象
に
対
応
し
た
調
査
法
で
追

究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

〈
『
柳
文
抄
』
に
見
え
る
種
種
の
事
象
〉

『
柳
文
抄
』
に
も
講
抄
者
の
回
顧
や
雑
談
が
屡
々
登
場
す
る
。
「
序
」

に
、「
无
因
云
、
日
本
人
ハ
柳
文
ヲ
ハ
可
学
。
韓
文
ヲ
ハ
不
レ

可
二

学
而
至

一

。
ソ
ノ
様
ニ
韓
文
ハ
常
ノ
才
ヲ
ハ
不
可
学
、
天
才
ナ
ラ
ハ
然
リ
。
学
ノ

中
テ
ハ
柳
カ
文
カ
ラ
ハ
可
レ

学
也
。
ソ
レ
ヲ
与
无
因
モ
云
レ
タ
。
虞
伯
生

ハ
韓
カ
文
チ
ヤ
ト
云
レ
タ
レ
ト
モ
、
ソ
レ
大
略
柳
カ
文
也
。
元
朝
ニ
ハ

特
ニ
柳
カ
文
ヲ
学
タ
。
」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
無
因
宗
因

が
、
日
本
人
な
ら
ば
柳
文
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
柳
文
な
ら
ば
何
人
で

も
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
日
本
禅
林

で
柳
文
重
視
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
元
朝
に
お
い

て
も
柳
文
を
学
ぶ
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

同
じ
く
「
序
」
に
お
い
て
、
「
日
本
テ
五
経
ヲ
讀
ミ
始
ム
ル
事
ハ
公
家

也
。
詩
ヤ
文
ヲ
ヨ
ム
コ
ト
ハ
禅
僧
カ
シ
タ
ホ
ト
ニ
、
カ
タ
ク
ナ
ナ
事
多

シ
。
」
と
い
っ
た
記
事
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
公
家
に
お
い
て
五
経
が

読
み
始
め
ら
れ
、
禅
林
に
お
い
て
は
詩
文
が
本
格
的
に
受
容
さ
れ
た
こ

と
を
述
べ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
漢
文
受
容
の
一
端
が
分
か
る
。
当

時
の
日
中
に
お
け
る
文
学
受
容
の
様
相
が
分
か
る
貴
重
な
資
料
と
い
え

よ
う
。

「
續
滎
澤
尉
崔
君
誌
」
（
巻
十
一
）
に
は
、
「
中
岩
、
在
唐
ノ
時
祭
文

ヲ
九
ツ
一
亡
者
ニ
カ
カ
レ
タ
。
」
と
、
中
巌
円
月
の
入
元
時
の
出
来
事
が

書
か
れ
て
お
り
、
個
人
の
事
跡
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
。
「
嶺
南
節
度

使
饗
軍
堂
記
」
（
巻
二
十
六
）
に
は
、
「
叢
林
ニ
結
構
ナ
モ
テ
ナ
シ
ヲ
曰
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薬
名
、
ソ
ツ
ト
ス
ル
ヲ
曰
湯
菓
ト
。
彜
天
倫
カ
同
宿
天
竜
寺
テ
入
院
ニ

物
ヲ
ヲ
ヲ
ク
ク
ハ
ス
ル
ト
キ
腹
立
ス
ル
也
。
」
と
、
日
本
禅
林
に
お
け
る

慣
例
の
説
明
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
天
倫
□
彜
の
逸
話
が
書
か
れ
て
い
る
。

同
題
の
抄
中
に
は
、
「
日
本
ノ
舞
ハ
大
半
博
済
国
ノ
舞
テ
ア
ル
也
。
此
テ

〔
百
カ
〕

ハ
殊
ニ
服
夷
伎
ヲ
可
舞
也
。
」
と
、
日
本
の
舞
楽
文
化
の
起
源
等
も
書
か

れ
て
い
る
。

様
々
な
事
象
が
存
す
る
た
め
、
各
分
野
に
と
っ
て
有
益
な
資
料
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
テ
キ
ス
ト
及
び
中
国
書
の
受
容
の
解
明

抄
物
は
、
そ
の
作
品
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
講
義
僧
が
講
抄
し
た
も

の
で
あ
る
。
講
義
に
よ
っ
て
、
複
数
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
場
合
、
傍

証
に
類
書
や
韻
書
や
詩
評
集
等
を
用
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、
抄
物
に

は
多
く
の
中
国
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
逐
一
整
理
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
利
用
方
法
、
当
時
の
中
国
書
の
受
容
状
況

を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
国
文
学
、
特
に
日
中
比
較
文
学

の
立
場
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
そ
の
抄
物
が
使
用
し
て
い
る
第
一
テ
キ
ス
ト
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
。
大
凡
の
場
合
、
抄
さ
れ
る
作
品
の
排
列
順
序
に
よ
っ
て
判
明

す
る
。
そ
し
て
引
用
注
釈
箇
所
を
整
理
し
、
第
二
・
第
三
の
テ
キ
ス
ト

を
特
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
解
釈
の
過
程
を
解
明
す

る
た
め
に
傍
証
に
用
い
ら
れ
る
中
国
書
も
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
複
数
の
抄
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
る
抄
物
の
場
合
、
講
義
僧
に

よ
っ
て
用
い
た
第
一
テ
キ
ス
ト
が
異
な
る
場
合
が
存
す
る
。
そ
の
た
め

各
僧
の
抄
ご
と
に
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
・
中
国
書
の
引
用
を
整
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

当
時
の
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
注
釈
書
・
中
国
書
が
流
入
し
、

利
用
さ
れ
て
い
た
か
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
中
国
文
学
側
の
視
点

か
ら
見
れ
ば
、
一
歩
進
ん
で
、
禅
僧
が
利
用
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書

に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
製
さ
れ
た
注
釈
書
と
比
較
し
、
そ
れ
ら
の
価

値
を
見
い
だ
し
、
当
時
の
受
容
・
利
用
法
の
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
禅
僧
が
利
用
し
た
中
国
書
に
つ
い
て
、
現
在
散
佚
し
て

い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
資
料
の
価
値
を
追
究
し
、
改
め
て
学
界
に

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
研
究
法
は
中
国
文
学
側
の
視
点
な

ら
で
は
と
言
え
よ
う
。

〈
『
柳
文
抄
』
の
場
合
〉

『
柳
文
抄
』
の
「
序
」
に
、
「
日
本
ヘ
ハ
音
辯
本
カ
最
初
ニ
来
。
其
後

五
百
家
来
カ
、
五
百
家
ニ
ハ
孫
注
カ
ワ
ル
イ
事
ヲ
シ
タ
。
近
比
音
義
本
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来
、
此
ハ
重
宝
也
。
音
辯
本
ハ
无
用
也
。
」
と
あ
り
、
「
辯
晏
子
春
秋
」

（
巻
四
）
に
、「
五
百
家
ノ
注
本
ハ
近
比
渡
也
。
様
々
音
弁
ハ
カ
リ
也
。
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
禅
林
に
は
『
増
広
注
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』
が
最

初
に
伝
来
し
、
続
い
て
『
新
刊
五
百
家
註
音
辯
唐
柳
先
生
文
集
』
『
柳
文

音
義
』
が
伝
来
し
た
よ
う
で
あ
る
（

）
。

15

禅
僧
が
底
本
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
仮
名
抄
と
漢
文
抄
で

は
異
な
っ
て
い
る
。
『
柳
文
抄
』
は
仮
名
抄
を
主
と
し
て
、
巻
三
十
八
ま

で
存
し
、
そ
の
間
の
作
品
配
列
が
『
五
百
家
本
』
と
同
様
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
仮
名
抄
が
『
五
百
家
本
』
を
底
本
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
一

方
、
巻
四
十
以
降
は
漢
文
抄
の
み
で
あ
る
が
、
巻
四
十
二
と
巻
四
十
三

に
つ
い
て
は
巻
の
全
作
品
を
一
通
り
注
釈
し
た
後
に
、
巻
の
最
初
の
作

品
に
戻
っ
て
全
作
品
を
も
う
一
度
注
釈
し
て
お
り
、
巻
四
十
二
で
は
一

度
目
に
注
釈
し
た
作
品
配
列
と
二
度
目
に
注
釈
し
た
作
品
配
列
が
異
な

っ
て
い
る
。
巻
四
十
と
巻
四
十
二
の
一
度
目
の
注
釈
で
は
『
音
弁
本
』

の
配
列
に
拠
り
、
巻
四
十
二
の
二
度
目
の
注
釈
で
は
『
五
百
家
本
』
の

配
列
に
拠
っ
て
い
る
。
（
巻
四
十
三
に
つ
い
て
は
二
者
の
作
品
配
列
が
同

じ
で
あ
る
た
め
判
別
で
き
な
い
。
）
つ
ま
り
巻
四
十
か
ら
巻
四
十
三
は
、

ま
ず
『
音
弁
本
』
を
底
本
に
用
い
て
注
釈
さ
れ
た
後
、
巻
四
十
二
と
巻

四
十
三
に
つ
い
て
は
、
再
度
『
五
百
家
本
』
を
底
本
に
し
て
注
釈
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
巻
三
十
八
以
前
に
つ
い
て
も
、
漢
文
抄
に

『
五
百
家
本
』
を
校
勘
材
料
に
用
い
て
い
る
記
事
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、

『
音
弁
本
』
を
底
本
に
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

三
書
に
つ
い
て
、『
五
百
家
本
』
は
底
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

孫
汝
聴
や
韓
醇
の
注
が
時
折
批
判
さ
れ
て
い
る
。『
音
弁
本
』
は
「
無
用
」

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
校
勘
や
補
助
資
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
音
義

本
』
は
他
の
書
に
は
な
い
字
義
の
注
が
あ
る
と
し
て
高
い
評
価
を
得
、

所
々
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
音
義
本
』
は
、
現
在
散
佚
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
注
は
貴
重
だ
と
言
え
よ
う
。

（
４
）
当
代
禅
僧
の
解
釈
の
解
明

抄
物
は
、
作
品
の
注
釈
書
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
禅
僧
が
作

品
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
を
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ま
で
国
文
学
の
立
場
か
ら
、
禅
僧
の
詩
文
を
解
釈
す
る
上
で
、
そ
の
典

拠
と
す
る
作
品
に
抄
物
が
存
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る

の
か
を
調
べ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
禅
僧
が
作
品
を
解

釈
す
る
際
の
特
徴
等
も
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
中
国
文
学
側
の
立

場
か
ら
は
、
作
品
集
の
訳
注
を
製
す
る
際
に
抄
物
を
利
用
し
た
例
が
あ

る
ほ
か
、
禅
僧
の
解
釈
が
現
在
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
価
値
を
有
す
る
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か
論
じ
た
も
の
が
あ
る
。

抄
物
で
は
、
詩
で
あ
れ
ば
語
句
・
詩
句
ご
と
に
、
文
章
で
あ
れ
ば
一

文
ご
と
に
抄
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
解
釈
の
仕
方
で
は
、
本
文
に
注
釈

が
あ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
注
釈
を
解
釈
し
た
上
で
、
先
達
の
禅
僧
の
講

抄
を
参
考
に
し
な
が
ら
本
文
を
理
解
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。
さ
ら
に

理
解
に
納
得
が
い
か
な
い
時
は
、
注
釈
書
に
載
っ
て
い
な
い
典
拠
を
見

つ
け
だ
し
、
独
自
の
解
釈
を
創
出
す
る
こ
と
も
あ
る
。
現
代
の
我
々
が

解
釈
す
る
場
合
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
禅
宗
旨
と
い

う
特
異
な
宗
教
体
験
の
た
め
か
、
時
に
は
深
く
読
み
す
ぎ
て
し
ま
っ
た

り
、
奇
想
天
外
な
解
釈
を
し
で
か
す
こ
と
が
あ
る
。
二
次
的
資
料
と
し

て
利
用
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
、
一
つ
の
作
品
を
追
究
す
る

場
合
に
お
い
て
は
利
用
す
る
際
に
は
客
観
的
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
中
国
文
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
中
国
の
注
釈
書
こ
そ
が

す
べ
て
で
あ
り
、
日
本
の
抄
物
は
敬
遠
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
中
国

注
釈
書
を
第
一
と
考
え
る
の
に
異
論
は
な
い
が
、
仮
名
抄
の
読
み
や
す

さ
を
利
用
し
、
解
説
書
と
し
て
扱
い
、
作
品
の
概
要
を
理
解
す
る
と
い

う
手
段
も
今
後
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
し
、
注
意
点

で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
深
読
み
し
た
解
釈
や
奇
想
天
外
な
解
釈
も
あ
り

得
る
の
で
、
そ
の
場
合
、
中
国
諸
注
釈
書
を
読
解
し
、
客
観
的
に
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
中
国
の
諸
注
釈
と
比
較
し
た
上
で
、

禅
僧
の
解
釈
が
独
自
の
解
釈
で
あ
る
か
否
か
判
断
し
、
禅
僧
の
解
釈
の

価
値
・
意
義
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
は
、
中
国
文
学
側
な
ら
で
は
の
視
点

・
研
究
法
で
あ
ろ
う
。

〈
『
柳
文
抄
』
の
場
合
〉

『
柳
文
抄
』
の
「
乗
桴
説
」
（
巻
十
六
）
に
表
さ
れ
た
解
釈
の
一
端
を

見
て
み
た
い
。
柳
宗
元
の
「
乗
桴
説
」
は
、『
論
語
』
公
冶
長
第
五
に
見

ら
れ
る
孔
子
の
言
葉
に
対
し
て
、
柳
宗
元
自
身
の
解
釈
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
孔
子
の
言
葉
に
対
す
る
禅
僧
の
解
釈
を
見
て
み

た
い
（

）
。

16

公
冶
長
第
五
に
は
、
「
子
曰
、
道
不
行
、
乗
桴
浮
於
海
。
従
我
者
其
由

歟
。
子
路
聞
之
喜
。
子
曰
、
由
也
好
勇
過
我
。
無
所
取
材
。
」（
子
曰
く
、

道

行
は
れ
ず
、
桴
に
乗
り
て
海
に
浮
か
ば
ん
。
我
に
従
ふ
者
は
其
れ
由

か
、
と
。
子
路

之
を
聞
き
て
喜
ぶ
。
子
曰
く
、
由
や
勇
を
好
む
こ
と
我

に
過
ぎ
た
り
。
材
を
取
る
所
無
し
、
と
。）
と
あ
る
。
孔
子
が
、
道
義
の

行
わ
れ
な
い
世
を
去
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
つ
い
て
く
る
の
は
子
路
ぐ
ら

い
だ
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
子
路
が
大
変
喜
ん
だ
の
を
見
て
、
続
け
て
子

路
の
勇
は
私
以
上
だ
が
、
ま
だ
筏
を
組
む
材
料
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
、
と
戒
め
て
い
る
。
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『
柳
文
抄
』
で
は
こ
の
箇
所
に
、
「
此
乗
桴
之
文
ノ
意
ハ
新
注
本
注
カ

ハ
ル
也
。
柳
子
厚
カ
比
ハ
本
注
也
。
煕
寧
元
豊
カ
ラ
コ
ソ
新
注
ハ
ア
レ

シ
カ
ト
、
天
下
ニ
新
注
ノ
用
ラ
ル
ル
事
ハ
南
渡
ノ
後
カ
ラ
也
。
新
注
ニ

ハ
此
乗
桴
ヲ
ハ
仮
説
ト
定
タ
。
仮
説
ト
ハ
経
ノ
方
便
也
。
天
下
無
賢
君

ホ
ト
ニ
夷
狄
ヘ
イ
ツ
テ
行
道
ノ
心
也
。
誠
ニ
海
ニ
浮
ン
ノ
心
テ
ハ
ナ
イ

ヲ
、
子
路
ソ
コ
ツ
ニ
心
得
テ
喜
タ
。
祖
師
ノ
一
機
一
境
示
ト
同
シ
。
機

ト
ハ
中
動
イ
テ
外
静
ナ
ホ
ト
ニ
、
大
利
根
ニ
ナ
ウ
テ
ハ
エ
ミ
ヌ
。
サ
ル

ホ
ト
ニ
子
路
モ
ミ
ソ
コ
ナ
ウ
也
。
凡
勇
ニ
二
品
ア
リ
。
血
気
ノ
勇
、
義

理
ノ
勇
也
。
日
本
ノ
ア
サ
イ
ナ
便
奚
ナ
ン
ト
ハ
血
気
ノ
勇
也
。
イ
テ
ケ

ナ
ケ
ナ
事
セ
ウ
ト
思
テ
ス
ル
。
此
ヲ
ハ
客
気
ト
申
ス
。
客
塵
煩
悩
之
客

也
。
義
理
勇
ト
ハ
、
自
義
理
ノ
マ
マ
ニ
無
心
テ
ス
ル
カ
真
ノ
勇
也
。
子

路
有
血
気
勇
也
。
サ
ル
ホ
ト
ニ
機
ヲ
ミ
ソ
コ
ナ
ウ
テ
喜
タ
。
材
無
所
取
、

義
理
ノ
勇
ナ
イ
心
也
。
孔
子
ニ
カ
ウ
イ
ハ
レ
テ
子
路
ニ
代
テ
ナ
ニ
ト
返

事
セ
ウ
ソ
。
張
九
成
曰
、
天
未
喪
斯
文
。
無
所
取
材
、
義
ヘ
ム
ケ
テ
ヤ

ツ
テ
面
白
イ
。
」
と
抄
し
て
い
る
。

『
論
語
』
に
新
注
と
本
注
、
つ
ま
り
朱
子
が
撰
し
た
『
論
語
集
注
』

と
何
晏
が
撰
し
た
『
論
語
集
解
』
の
両
注
が
存
し
、
柳
宗
元
の
時
代
に

は
本
注
が
世
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
新
注
は
煕
寧
（
一

〇
六
八
～
一
〇
七
七
）
元
豊
（
一
〇
七
八
～
一
〇
八
五
）
の
頃
よ
り
主

流
に
な
り
、
そ
こ
で
は
「
乗
桴
」
を
「
仮
説
」
と
し
て
注
し
て
お
り
、「
仮

説
」
と
は
禅
に
お
け
る
「
経
の
方
便
（
真
理
に
誘
い
入
れ
る
た
め
に
仮

に
設
け
た
教
え
）
」
の
意
だ
と
す
る
。
実
際
に
海
に
浮
か
び
た
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
に
、
子
路
は
字
面
の
ま
ま
に
軽
は
ず
み
に
判
断
し
喜

ん
だ
と
し
、
「
一
機
一
境
示
」
、
つ
ま
り
い
た
ず
ら
に
機
・
境
の
形
式
に

と
ら
わ
れ
て
、
こ
れ
を
直
ち
に
禅
そ
の
も
の
の
ご
と
く
心
得
る
こ
と
と

同
じ
で
あ
り
、
機
と
は
外
見
は
変
わ
ら
な
い
の
に
中
身
が
変
化
し
て
い

る
た
め
、
利
根
（
利
発
）
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に

「
勇
」
に
は
「
血
気
の
勇
（
激
し
や
す
い
勇
気
）
」
と
「
義
理
の
勇
（
正

し
い
道
に
則
っ
た
勇
気
）
」
が
あ
る
と
す
る
。
日
本
の
便
奚
（
弁
慶
）
が

「
血
気
の
勇
」
に
あ
た
り
、
そ
れ
は
「
客
塵
煩
悩
」
、
本
来
あ
る
も
の
で

は
な
く
外
か
ら
付
着
し
た
も
の
で
あ
り
、「
義
理
の
勇
」
は
、
自
ら
正
し

い
道
義
に
則
り
無
心
で
行
う
本
当
の
勇
気
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
そ

し
て
、
子
路
が
有
し
て
い
る
の
は
「
血
気
の
勇
」
で
あ
る
た
め
、
大
事

な
機
を
見
落
と
し
た
ま
ま
に
喜
ん
だ
と
す
る
。
「
材
の
取
る
所
無
し
」
と

は
、
「
義
理
の
勇
」
が
無
い
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
義
理
の
意
味
の
方
向

で
解
釈
し
て
い
る
の
が
面
白
い
と
評
し
て
い
る
。

右
の
引
用
例
は
『
論
語
』
の
抄
と
も
言
え
る
。
こ
こ
で
の
特
徴
は
、

公
家
で
行
わ
れ
て
い
た
の
は
本
注
で
あ
り
、
禅
僧
間
で
は
新
注
も
尊
ば
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れ
て
い
た
こ
と
、
禅
僧
に
対
し
て
講
抄
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
語
句
の
解
釈
に
お
い
て
宗
旨
に
関
連
す
る
語
句
を
用
い
て
分
か
り

易
く
解
説
し
て
い
る
こ
と
、
「
勇
」
の
義
を
深
く
追
究
し
て
い
る
こ
と
、

等
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

（
５
）
五
山
版
・
詩
文
作
品
集
と
併
せ
て
の
解
明

禅
僧
の
詩
文
を
読
解
す
る
に
あ
た
り
、
語
句
の
典
拠
で
あ
る
作
品
に

抄
物
が
存
し
た
と
き
、
抄
物
に
そ
の
解
釈
を
求
め
る
場
合
が
あ
る
こ
と

を
先
述
し
た
。
こ
の
よ
う
に
五
山
版
・
詩
文
作
品
集
・
抄
物
を
総
合
的

に
見
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
に
繋
が
る
場
合
も
存
す
る
。
こ
こ
で
は

柳
宗
元
を
例
に
見
て
み
た
い
（

）
。

17

『
柳
文
抄
』
の
仮
名
抄
に
、
抄
者
自
身
の
も
の
と
思
わ
れ
る
解
説
が

存
す
る
。
例
え
ば
、「
時
令
論
上
」（
巻
三
）
に
は
、「
仲
春
―
、（
中
略
）

講
云
、
孟
夏
ハ
馬
ノ
肥
大
ニ
成
ル
也
。
故
ニ
明
定
馬
政
也
。
愚
按
馬
辛

労
ス
ル
比
也
。
故
能
養
法
政
ヲ
行
也
。
」
と
あ
り
、
「
伯
祖
妣
李
夫
人
墓

誌
」
（
巻
十
三
）
に
は
、
「
操
縵
、
（
中
略
）
ヲ
ノ
ヌ
タ
ニ
ヒ
ク
ヲ
操
縵

ト
申
タ
。
此
テ
ハ
心
得
ヌ
。
具
字
コ
ト
ニ
心
得
ヌ
ト
江
西
云
也
。
私
曰
、

操
縵
ト
雅
琴
ト
ハ
別
也
。
雅
琴
ハ
シ
キ
ノ
琴
ノ
事
也
。
操
縵
ハ
諸
楽
器

ヲ
云
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
抄
者
が
「
私
曰
」
「
愚
按
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
「
私
」
や
「
愚
」
が
誰
な
の
か
考
え
る
際
に
重
要
な
情
報
を
提

供
し
て
く
れ
る
の
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
五
山
版

『
五
百
家
本
』(

以
下
『
民
博
本
』
と
略
称
す
る)

と
、
宮
内
庁
書
陵
部

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
五
山
版
『
五
百
家
本
』
十
三
冊
本
（
以
下
『
書
陵

部
Ⅰ
本
』
と
略
称
）
で
あ
る
。
両
書
に
は
右
に
引
用
し
た
「
私
曰
」
「
愚

按
」
に
導
か
れ
る
抄
文
と
そ
っ
く
り
な
文
章
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
特
に
『
民
博
本
』
に
は
、
巻
一
か
ら
巻
四
十
ま
で
詳
細
な
書

き
入
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
『
柳
文
抄
』
と
重
複
し
て
い
る
抄
が
多
い
。

た
だ
し
、
『
民
博
本
』
に
も
「
私
云
」
「
愚
云
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
抄

者
を
特
定
す
る
の
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、『
書
陵
部
Ⅰ
本
』
の
書
き
入
れ

と
『
民
博
本
』
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

『
民

博

本
』
：
貞
者
正
也
。
符
者
符
瑞
也
。
此
貞
符
卒
難
解
也
。

（
下
略
）

『
書
陵
部
Ⅰ
本
』
：
黙
云
、
貞
者
正
也
。
符
者
符
瑞
也
。
此
貞
符
卒

難
解
也
。
（
下
略
）

『
書
陵
部
Ⅰ
本
』
書
き
入
れ
者
は
、『
民
博
本
』
と
同
様
の
注
に
つ
い
て
、

そ
の
筆
者
を
「
黙
」
と
注
記
し
て
い
る
。
同
様
の
例
は
他
に
も
三
例
見

ら
れ
る
。
『
民
博
本
』
の
書
き
入
れ
者
は
、
巻
四
十
の
奥
書
き
に
、
「
始
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于
長
禄
四
年
庚
辰
七
月
之
季
、
終
于
十
二
月
十
六
日
。
添
閏
九
月
刻
凡

七
ヶ
月
也
。
自
廿
三
巻
至
三
十
四
巻
在
播
書
也
。
三
十
九
歳
。
」
（
長
禄

四
年
庚
辰
七
月
の
季
よ
り
始
め
、
十
二
月
十
六
日
に
終
は
る
。
閏
九
月

を
添
へ
て
凡
そ
七
ヶ
月
を
刻
む
な
り
。
廿
三
巻
よ
り
三
十
四
巻
に
至
る

は
播
に
在
り
て
書
す
な
り
。
三
十
九
歳
。
）
と
記
し
て
お
り
、
長
禄
四
年

庚
辰
（
一
四
六
〇
）
、
三
十
九
歳
の
時
、
足
掛
け
七
ヶ
月
間
を
費
や
し
て

書
き
入
れ
を
行
い
、
そ
の
間
巻
二
十
三
か
ら
巻
三
十
四
の
書
き
入
れ
は

播
磨
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
巻
末
の
奥
書
に
は
、
書
き
入
れ
の
日

付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
は
巻
に
よ
っ
て
は
二
度
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
二
度
目
は
寛
正
四
癸
未
（
一
四
六
三
）
か
ら
明
応
九
年
（
一
五
〇

〇
）
二
月
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
て
い
る
。

「
黙
」
と
略
称
さ
れ
る
禅
僧
で
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
者
は
、「
黙

雲
」
、
即
ち
天
隠
龍
澤
を
措
い
て
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
さ
す
れ
ば
『
民

博
本
』
の
書
き
入
れ
者
は
天
隠
龍
澤
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
『
柳

文
抄
』
の
仮
名
抄
の
抄
者
も
天
隠
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

天
隠
龍
澤
の
詩
文
集
『
翠
竹
真
如
集
』
二
の
「
蒙
庵
百
首
」
に
は
、「
余

壮
歳
粗
有
志
於
茲
、
入
続
翠
春
耕
二
大
老
講
帳
、
月
夕
風
晨
、
傾
聴
於

餘
論
者
有
年
。
」（
余

壮
歳
に
粗
志
を
茲
に
有
し
、
続
翠
・
春
耕
の
二
大

老
の
講
帳
に
入
り
、
月
夕
風
晨
、
餘
論
を
傾
聴
す
る
者
年
有
り
。
）
と
あ

り
、
天
隠
が
壮
年
時
代
、『
柳
文
抄
』
仮
名
抄
の
講
抄
者
で
あ
る
続
翠
（
江

西
龍
派
）
に
講
義
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
仮
名
抄
の
抄
者
が
天
隠

で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
一
つ
の
資
料
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
五
山
版
の
書
き
入
れ
抄
に
明
記
さ
れ
て
い
る
講
者
か

ら
、
抄
物
の
抄
者
が
判
明
し
、
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
た
め

に
禅
僧
の
詩
文
を
調
べ
る
と
い
っ
た
道
筋
・
方
法
も
存
す
る
。
五
山
版

・
抄
物
・
詩
文
作
品
集
を
総
合
的
に
見
て
解
明
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
特
徴
を
十
分
認
識
し
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

五

禅
僧
の
詩
文
の
追
究
―
中
国
文
学
の
視
点
か
ら

禅
僧
間
で
中
国
の
書
物
の
受
容
が
深
化
す
る
と
、
今
度
は
自
身
の
詩

文
に
お
い
て
書
物
か
ら
得
た
事
項
を
詠
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ら

は
、
在
俗
の
詩
文
と
同
様
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
当
然
存
す
る
が
、
宗

旨
を
表
現
す
る
場
面
で
あ
っ
た
り
、
作
者
の
観
念
的
世
界
を
詠
じ
る
際

に
も
利
用
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
特
定
の
詩
句
や
逸
話
が
作
品
に
詠
出

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
国
文
学
者
に
よ
っ
て
こ
れ
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ま
で
言
及
さ
れ
て
き
た
。

研
究
法
の
一
つ
に
、
特
定
の
事
象
・
逸
話
・
詩
句
が
禅
林
内
で
ど
の

よ
う
に
詠
出
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
世
界
を
創
っ
て
い
た
か
考
究
す
る
方

法
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
瀟
湘
八
景
」
「
虎
渓
三
笑
」
「
海
棠
」
が
、
画

材
・
詩
材
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
禅
僧
に
利
用
さ
れ
た
か
、
杜
甫
の
「
春

日
憶
李
白
」
詩
の
句
「
渭
北
春
天
の
樹
、
江
東
日
暮
の
雲
」
、
「
華
陽
の

柳
少
府
に
貽
る
」
詩
の
句
「
文
章
は
一
小
技
、
道
に
於
い
て
未
だ
尊
し

と
爲
さ
ず
」
が
、
禅
僧
の
詩
文
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
、

と
い
っ
た
追
究
で
あ
る
。
ま
た
一
つ
に
、
禅
林
の
年
代
を
区
切
っ
て
、

時
期
毎
に
特
定
の
人
物
・
作
品
集
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か

考
究
す
る
方
法
も
あ
る
。
例
え
ば
、
禅
林
を
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北

朝
時
代
末
期
ま
で
を
初
期
、
南
北
朝
時
代
末
期
か
ら
応
仁
の
乱
頃
ま
で

を
中
期
、
応
仁
の
乱
頃
か
ら
室
町
時
代
末
期
ま
で
を
後
期
に
区
切
り
、

各
時
期
毎
に
杜
甫
や
柳
宗
元
に
関
す
る
事
項
が
ど
の
よ
う
に
詠
出
さ
れ

て
い
た
か
、
と
い
っ
た
追
究
で
あ
る
。
ま
た
一
つ
に
、
特
定
の
禅
僧
に
、

あ
る
人
物
・
作
品
集
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
考
究
す
る
方
法

が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
休
が
ど
の
よ
う
に
中
国
の
詩
人
を
受
容
し
て
い

た
か
、
と
い
っ
た
追
究
で
あ
る
。

禅
僧
の
詩
文
作
品
を
調
査
す
る
場
合
、
禅
僧
が
活
躍
し
た
時
期
と
創

出
し
た
作
品
集
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
禅
林
の
文
壇

で
は
、
時
期
に
よ
っ
て
文
学
観
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
活
躍
し
た
時
期

や
師
承
関
係
・
友
人
関
係
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
ま
た
禅
僧
に
よ
っ

て
は
語
録
・
抄
物
・
詩
文
集
と
種
種
の
分
野
に
わ
た
り
活
動
を
展
開
し
、

作
品
を
残
し
て
い
る
場
合
も
存
す
る
。
さ
ら
に
語
録
や
詩
文
集
に
は
、

禅
林
特
有
の
表
現
形
式
（
法
語
や
公
的
文
書
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

も
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

中
国
文
学
側
の
視
点
か
ら
も
、
国
文
学
側
と
同
様
の
研
究
法
は
可
能

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
禅
僧
が
引
用
す
る
典
拠
は
、
中
国
で
既
に
行
わ

れ
て
い
た
も
の
が
大
半
で
、
そ
れ
ら
は
一
般
の
詩
文
集
、
禅
僧
（
中
国
）

の
詩
文
集
や
詩
（
偈
頌
）
の
総
集
、
詩
話
や
類
書
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
た
め
今
後
は
、
禅
僧
が
引
用
し
た
典
拠
の
書
物
が
中
国

で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
を
突
き
止
め
、
禅
僧
が
な
ぜ
そ
の

出
典
を
求
め
た
か
解
明
す
る
こ
と
が
中
国
文
学
側
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

〈
禅
僧
の
作
品
中
に
お
け
る
柳
宗
元
〉

禅
僧
の
作
品
中
に
柳
宗
元
に
関
す
る
事
項
が
ど
の
よ
う
に
詠
出
さ
れ

て
い
る
か
、
時
期
毎
に
区
切
っ
て
み
る
と
、
初
期
に
お
い
て
は
、
既
に

そ
の
作
品
集
を
考
究
し
、
文
章
を
高
く
評
価
す
る
一
方
で
、「
鉄
炉
歩
志
」

や
「
愚
渓
」
と
言
っ
た
作
品
が
宗
旨
を
述
べ
る
場
面
に
引
用
さ
れ
て
い
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る
。
中
期
に
な
る
と
、
初
期
の
詠
出
法
を
継
承
し
つ
つ
、
画
図
の
盛
行

・
流
布
に
よ
っ
て
、
柳
宗
元
の
「
江
雪
」
詩
が
画
材
・
詩
材
と
し
て
屡

々
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後
期
に
な
る
と
、
詠
出
の
パ
タ
ー
ン
は

初
期
と
中
期
を
継
承
す
る
も
、「
江
雪
」
詩
を
対
象
に
し
た
「
寒
江
獨
釣

図
」
に
対
す
る
賛
詩
・
称
揚
文
が
一
段
と
増
え
て
い
る
。
初
期
か
ら
後

期
を
通
じ
て
、
柳
宗
元
に
対
す
る
批
判
は
無
く
、
常
に
一
定
の
高
い
評

価
を
下
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
柳
宗
元
の
作
品
集
は
、
中
世
禅
林
に

お
い
て
禅
僧
が
愛
玩
し
た
外
集
作
品
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
と
言
え

よ
う
（

）
。

18

柳
宗
元
の
作
品
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
愛
玩
さ
れ
た
理
由
を
考
察
す
る

に
際
し
、『
柳
文
抄
』
や
『
古
文
真
宝
抄
』
に
そ
の
理
由
の
一
端
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
抄
の
中
に
韓
愈
と
比
較
し
て
柳
宗
元
の
長
所
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
三
つ
の
理
由

の
存
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
第
一
に
、
韓
愈
の
文
章
は
法
度
が
な
く

複
雑
な
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
柳
宗
元
の
文
章
は
法
度
が
あ
り
分
か

り
や
す
い
構
成
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
韓
愈
は
仏
教
を
批
判

し
て
い
る
の
に
対
し
、
柳
宗
元
は
禅
宗
に
帰
依
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

第
三
に
、
韓
愈
の
詩
は
読
む
に
値
し
な
い
も
の
が
多
い
が
、
柳
宗
元
の

詩
は
非
常
に
優
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
（

）
。

19

禅
僧
の
詩
文
集
と
抄
物
を
併
せ
て
考
究
す
る
こ
と
で
、
作
品
受
容
の

深
化
の
様
相
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

六

ま
と
め

日
本
の
文
化
・
文
学
は
古
来
中
国
の
影
響
を
受
け
て
き
た
。
中
世
禅

林
の
文
化
・
文
学
も
例
外
で
は
な
い
。
禅
僧
は
中
国
の
文
化
・
文
学
に

憧
憬
を
抱
き
、
そ
の
書
物
を
深
く
追
究
し
た
。
そ
の
結
果
、
痕
跡
の
一

部
と
し
て
、
五
山
版
・
抄
物
・
詩
文
作
品
集
が
創
出
さ
れ
、
現
存
さ
れ

る
に
至
る
。

現
在
、
様
々
な
分
野
で
禅
林
の
文
化
・
文
学
が
研
究
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
中
国
文
学
側
の
視
点
か
ら
の
研
究
は

他
の
分
野
に
較
べ
る
と
遅
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
禅
僧
が
残

し
た
作
品
の
特
質
を
理
解
し
て
い
な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
い
ま
だ
に
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し

て
い
よ
う
。
五
山
版
の
真
の
価
値
は
、
中
国
の
作
品
集
の
作
品
本
文
と

諸
注
釈
を
熟
知
し
た
中
国
文
学
側
の
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
る
の
が
最
も

有
効
的
で
あ
ろ
う
。
抄
物
の
作
品
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
は
、
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中
国
の
歴
代
の
注
解
を
通
じ
て
内
容
を
理
解
し
た
上
で
判
断
で
き
る
こ

と
で
あ
り
、
中
国
文
学
の
視
点
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
禅
林

文
学
の
解
明
に
と
っ
て
、
中
国
文
学
側
の
視
点
な
ら
で
は
の
研
究
が
望

ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
中
世
禅
林
に
お
け
る
具
体
例
と
し
て
稿
者

が
対
象
と
す
る
柳
宗
元
の
作
品
受
容
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
未
だ
解

明
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
い
。
柳
宗
元
以
外
で
も
、
例
に
あ
げ
る
ま
で

も
な
く
禅
林
で
は
杜
甫
・
蘇
軾
・
黄
庭
堅
・
『
三
体
詩
』
『
古
文
真
宝
』

等
の
、
多
く
の
代
表
的
文
人
や
総
集
が
受
容
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
さ

ら
に
研
究
の
視
野
・
視
点
、
及
び
対
象
を
広
げ
、
禅
林
に
お
け
る
中
国

文
学
の
受
容
を
解
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
（
１
）
玉
村
竹
二
著
『
五
山
文
学
』
（
至
文
堂

一
九
五
五
）
の
第
一
章
「
五
山

文
学
と
は
」
参
照
。

（
２
）
玉
村
竹
二
氏
は
「
上
村
観
光
居
士
の
五
山
文
学
研
究
史
上
の
地
位
及
び
そ

の
略
歴
」（
『
五
山
文
学
全
集
』
第
五
巻
所
収

一
九
九
二
）
で
、「
一
体
『
五

山
文
学
』
と
い
ふ
名
辞
も
恐
ら
く
は
上
村
氏
の
言
出
し
た
こ
と
で
あ
ら
う

と
思
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
玉
村
竹
二
著
「
『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
序
」
（
東
京
大
学
出
版
会

一

九
六
七
）

（
４
）（
５
）
芳
賀
幸
四
郎
著
『
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』

（
日
本
学
術
振
興
会
・
昭
和
三
十
一
年
）
の
第
一
篇
「
中
世
禅
林
の
学
問

及
び
思
想
」
参
照
。

（
６
）（
７
）
玉
村
竹
二
著
『
五
山
文
学
』（
至
文
堂

一
九
五
五
）
の
第
二
章
「
禅

宗
の
日
本
へ
の
伝
来
」
参
照
。

（
８
）（

）
川
瀬
一
馬
著
『
五
山
版
の
研
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協
会

一
九
七

10
〇
）
の
第
三
章
「
五
山
版
の
隆
昌
期
」
参
照
。

（
９
）
（

）
柳
田
征
司
氏
「
資
料
研
究
の
現
在
―
抄
物
の
場
合
―
」
（
「
日
本
語

13
の
研
究
」
四
巻
一
号

二
〇
〇
八
）
参
照
。

（

）
滝
川
亀
太
郎
氏
や
水
沢
利
忠
氏
に
よ
る
『
史
記
正
義
』
の
復
元
に
関
す
る

11
研
究
が
あ
る
。

（

）
拙
稿
「
五
山
版
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』
に
つ
い
て
―
五

12
山
版
の
再
検
討
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
文
学
』
十
二
巻
第
五
号

二
〇
一
一
）

参
照
。

（

）
（

）
拙
稿
「
両
足
院
所
蔵
『
柳
文
抄
』
に
つ
い
て
」
（
両
足
院
叢
書
『
柳

14

15
文
抄
』
（
臨
川
書
店
）
解
題

二
〇
一
〇
）
参
照
。
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（

）
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
文
解
釈
―
「
乗
桴
説
」
に
つ
い
て
―
」

16
（
『
中
国
古
典
文
学
研
究
』
第
七
号

二
〇
〇
九
）
参
照
。

（

）
拙
稿
「
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
『
柳
文
抄
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て
―
国
立
歴

17
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
五
山
版
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
集
』
書
き

入
れ
者
と
の
関
係
―
」（
『
国
語
国
文
』
第
七
十
八
巻
第
一
号

二
〇
〇
九
）

（

）
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容
の
研
究
―
初
期
の
場
合
―
」

18
（
『
中
国
古
典
文
学
研
究
』
第
五
号

二
〇
〇
七
）
・
「
日
本
中
世
禅
林
に
お

け
る
柳
宗
元
受
容
―
中
期
の
場
合
―
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第

五
六
巻

二
〇
〇
九
）
・
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容
―
後
期

の
場
合
―
」（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
五
八
巻

二
〇
一
一
）

（

）
拙
稿
「
柳
宗
元
を
学
ん
だ
禅
僧
た
ち
―
韓
愈
と
の
比
較
―
」（
『
ア
ジ
ア
遊

19
学
』
第
一
一
六
号
『
漢
籍
と
日
本
人
２
』

二
〇
〇
八
）


